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表面の濡れと色の推定

Wet/Dry? 状態変化に伴う

輝度・色変化

実験結果

どんな研究？ 何がわかる？

状態の違いによる見えの変化のモデル化

特に、『濡れている』状態の見えに着目

400 500 600 700 800 900

Wavelength [nm]

In
te

n
si

ty
 (

n
o
rm

a
li

ze
d
)

wet
dry

Water absorption

dry

wet

濡れることによる見えの変化の特徴

• 濡れた表面の見えの分光モデルの構築
• 濡れ分布や乾いた状態の色を一枚の分光画
像から復元

濡れ分布の再現例
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n回散乱した後に
光が物体表面に
返ってくる割合
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交互最適化によって各パラメータを推定
（テクスチャを含んだシーンの場合は各画素がどの色かも推定）

N回散乱後の見えの様子

スペクトル分布
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より前方散乱に
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Material and liquid absorption

𝑁 ×𝑀𝐾 ×𝑀

各ピクセルにおけるn回散乱光
が物体表面に返ってくる割合

K 波長バンド数
M ピクセル数
N 散乱回数

光路長の伸長

散乱回数

Spectral sharpening Darkening

1. 濡れと色の推定 ２．異なる液体による濡れの推定
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cotton  white
            red
            green
            blue
            bluegreen
gauze   white
            blue
felt      white
            red
            green
sand    white
            reddish brown
            brown
leather white
            brown
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濡れた表面の分光モデル

『濡れ度合い』の正解を『しみ込
んだ水の重さ』として計測。推定
濡れ度合いとほぼ線形となり、
十分な精度を達成

導出した分光モデルに基づいて、濡れや吸収係数等を推定

W = A ∘ B ∗ T


